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　ア メ ー バ 生物 で あ る真正 粘菌変形体 は 、 何 ら分化 した器 官を持 た ない の で 、

環境 の セ ン シ ン グ ・判 断 ・運動 を体全 体で 渾 然
一

体 とな っ て 行 う。 そ の 体 は高

度 に均質なサブ シ ス テ ム か らな っ て い る 。 したが っ て 、身体性 に 基づ く情報機

能 の 創 発 を、 物質 レ ベ ル の 自己組 織化 機 構 か ら解 き 明 か す に は 、 非 常に 適 した

モ デル 実験 系 で ある。

　粘菌変形 体の 巨視的な形 は
、 細か く枝別 れ した管状構造 の ネ ッ トワー クか らな

る 。 こ の 管は原形 質流動 の チ ャ ネル で あ り 、 ゆえに管の ネ ッ トワー
クは原形質の

流路網で あ る 。 粘菌が移動す る時や形 を変え る時に は 、 こ の 流路網に 従 っ て 原形

質を輸送 しなが ら同時 に 流路網 の 形 自身を劇的に 変 え る 。 この よ うな運動 に よ り、

変形体は採 餌 した り危険 を忌避 した り して 生 き て い る 。

　我 々 は 実験 と数理 モ デル の 2 つ の 手段 を両輪 と して 、 こ の 生物 の 情報処理 と

運 動 に っ い て 理 解 し よ うとチ ャ レ ン ジ して い る 。 こ の よ うに物 と情報 が絡み 合

っ た 自律分散系の 振 る舞い に対 して ア プ ロ ー チす る に は 、 数理 モ デ リン グとそ

の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を実験 と相補 的 に 行 うこ とが 、 最 も適 し た手段 で あ る と考

え る か らで あ る 。

　適 当な条件の も とで は 、粘菌変形体 が迷 路 を解い た り最短経路 を見 い だ した

りで きる こ とが 中垣 らに よ っ て 報告 され た （Nature，
2000）。 我 々 は こ の 変形 体 の

迷路解 きをモ デル 化 して 行 く過程で 、 抽象 的なネ ッ トワー ク上 の 最短経路探索

問題 の 解法 を抽 出す るこ とに成 功 し た 。
こ の モ デル は 、 変形体の ネ ッ トワ ー ク

を構成 して い る管が
， 流量 に 対 し て あ るル

ー
ル に従 っ て 適応 的に太 さを変化 さ

せ る とい うこ とを数理 的に記述 し た もの で あ る 。
こ の モ デル は 、 巨 大で 複雑 な

ネ ッ トワ
ー ク で あ っ て も確 実に最短経 路 を求め るこ とが で き 、 しか も所要 時間

が節点数の 1．32乗 に 比 例す る とい う高速 ソル バ ー で あ る 。 カ ー ナ ビ ゲー シ ョ ン

やイ ン タ
ー ネ ッ ト上 で の 経路探 索へ の 応用 が 期待で き、 ま さ し く 「粘菌に 教 わ

っ た ア ル ゴ リズム 」 とい えよ う。 ま た 、 少 し タイ プ の 違 うス タイナ ー
経路問題

に つ い て も、 時間が 許せ ばお話 し し た い 。
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